
企業のご担当者様各位   

令和 8年 5月 20日 

長野市立更北中学校 校長 佐藤裕美 

 

長野市立更北中学校「更北キャリアフェス」への参加ご協力のお願い（依頼） 

 

新緑の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃より本校の

教育活動に格別のご理解とご協力をいただいておりますことに、厚く御礼申し上げます。 

さて、本校の総合的な学習の時間・キャリア教育の一環として、1、2年生を対象に「更北キャリ

アフェス」を企画しております 。本校では昨年度まで「更北ジョブフェスタ」として地域の皆様に

ご協力をいただいてまいりましたが、令和 8年度より、下記のようにその内容をさらに発展させた

「更北キャリアフェス」へとリニューアルして実施する運びとなりました 。   

昨年は年 2回（7月・10月）の開催により、皆様に多大なご負担をおかけしておりましたが、新

体制では実施を年 1 回に集約いたします 。これにより、全校的な熱量を高めるとともに、単なる

「仕事内容（Job）」の紹介に留まらず、地域で働く大人の皆様の「生き方・働き方（Career）」その

ものに触れる場へと発展させたいと考えております 。   

つきましては、公私ともご多忙の折とは存じますが、趣旨をご理解いただき、未来の地域を担う

生徒たちのために、ぜひお力添えを賜りますようお願い申し上げます 。 

 

記 

 

１ 企画名  更北キャリアフェス 

２ 目的   

地域の事業所や地域の産業を支えている皆様のお話を直接聞いたり、仕事の一部を体験させ

ていただいたりすることで、「働くとはどういうことか」を考える機会の一つとし、自分自身が

未来の地域の仕事を支える一人であることに気づくきっかけとする。 

 

３ 日時  令和８年１０月２９日（木） ９：３０～１２：００ 

 

8:30～9:15 参加企業様の企業ブース準備    

9:30～9:45 はじめの会 

 （代表者様のあいさつ、参加企業のご紹介、注意点の確認）    

9:45～10:30 企業ブース体験①（前半） 

 （ブースを巡り、事業所の方のお話拝聴、または仕事の体験）    

10:30～10:45 休憩    

10:45～11:30 企業ブース体験②（後半）  

（ブースを巡り、事業所の方のお話拝聴、または仕事の体験）    

11:40～11:50 終わりの会（会場：三心体育館）  

（参加企業の方々へのお礼の言葉、感想発表）    

４ 会場   

・長野市立更北中学校 三心体育館（大体育館）  

・1,2学年の教室（南校舎 3・4階）、一部特別教室（理科室等） 



５ 参加予定生徒数  １学年生徒  約１６０名 

  ２学年生徒  約１７０名   

         計３３０名 

６ 会場図（案） 三心体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※体育館以外にも教室を会場として用意していますので、ブースの間隔をもっと広くすることも、

ご要望に合わせてスペースを調整することも可能です。 

 

７ ブースの出店例について 

パターン A：【対話・ストーリー型】 

〇ビジネスフェアをイメージしていただけると分かりやすいように思います。 

〇皆様の『生の声』や『これまでの歩み』が、子どもたちにとって一番の教材です。 

例えば… 

・なぜこの仕事を選んだのか？（中学生の頃の夢、挫折、偶然の出会いなど） 

・仕事をしていて「一番嬉しかった瞬間」と「実は大変なこと」 

・地元（長野）で働くことの面白さ、地域への思い 

・「もし自分が中学生に戻れたら、これをしておく！」ということ 

・資料や実物を見せながら、双方向のコミュニケーションを中心に進める形式。 

・クイズ 「うちの会社が作っているものはどれでしょう？」など 

・「仕事の道具」： 普段使っている道具や製品、ユニフォームなど、実物があるだけで生徒たち 

の目の輝きが変わると思われます。 
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パターン B：【体験・ワーク型】 

〇仕事の一部を 5分〜10分程度で体験させていただく形式 

例えば… 

・事務/サービス系: 「大人顔負けの名刺交換体験」「心をつかむ接客挨拶レッスン」 

・製造/技術系: 「本物の工具を使ったネジ締め体験」「簡単な回路を繋いでランプを光らせる」 

 

～お願い～ 

①専門用語は「中 1・中 2」向けに翻訳をお願いいたします。 

例：アサイン、BtoB、PDCA などは使わず、「仲間を選ぶこと」「企業向けのお仕事」「計画してや

ってみること」のように噛み砕いて話してもらうようお願いいたします。 

②「失敗談」をお話いただけると生徒が親近感をもてます。成功体験ばかりだと、中学生は「すご

い人なんだな」と距離を感じてしまいます。「実は若い頃にこんな大失敗をしてね……」という話

のほうが、親近感を持って真剣に取り組めると思われます。 

 

８ その他 

・できるだけ多くの企業・事業所のみなさまにご協力、ご来校いただけるとありがたく存じます。 

・今年度だけでなく、毎年継続していける企画にしていけるようにブラッシュアップして 

いきたいと考えています。 

・ご不明な点やご要望などがございましたら、お気軽に担当までお問い合わせください。 

 

 

長野市立更北中学校 

担 当  松﨑 陽輔 

（総合的な学習の時間 主任） 

電 話  ０２６－２８４－２０１９ 

ＦＡＸ  ０２６－２８４－２１５９ 

メール  yosuke-matsuzaki-01 

@nagano-ngn.ed.jp 


